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３歳までの天使の写真募集！ 
町民課　☎ 85-5004

の
ほほえみ天使 Angel  smile

上から　梶　愛
あ い り

璃ちゃん（2 歳）　（河原）
　　　　工藤　優

ゆ う な

奈ちゃん（７か月）（金手）

｢ いつも仲良く遊んでいます！｣

July 2015

　6 月１4 日（日）農業体験施設四季の里でいもまつり夏

が行なわれ、多くのお客さんでにぎわいました。

　じゃがいもの収穫体験では、土の中の大きなじゃがい

もを宝探しをするように夢中になって探していました。

　じゃがいもを使ったピザ作りやサツマイモの植え付け

体験、手話ダンスなど盛りだくさんの内容で大井町のい

もと四季の里のお祭りを楽しみました。
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第１9 代 ひょうたん娘  決定
大井の祭りを盛り上げます !

ひょうたん娘　P r o f i l e

出身　大井町

年齢　20 歳

職業　学生

趣味　歌

コメント

石川ななみ さん（左）
Ishikawa　Nanami

小学 2 年生で大井町に来て以来、ずっと大井町

に住んでいます。炭焼き体験や子どもキャンプの

参加や、地域の活動では多くの方に支えてもらう

など、たくさん楽しい思い出をもらいました。今

度は、町内の皆さんが楽しくなれるように、町外

の人にはこの町の素敵なところが伝わるように、

明るく元気に活動したいです。

出身　小田原市

年齢　２0 歳

職業　学生

趣味　犬の散歩

コメント

杉山小百合 さん（右）
Sugiyama　Sayuri

小田原市在住の大学３年生です。お祭りやイベン

トやさまざな PR 活動を通して魅力溢れる大井町

の良さを皆さんにお届けできたらと思っておりま

す。町の観光大使として、より多くの皆さんとの

架け橋となれるように最善を尽くし、「夢 おおい 

未来」を心を込めてお伝えしたいと願っておりま

す。 1 年間よろしくお願いいたします。

イベントなどで

大井町のＰＲの

活動をしていき

ます。

http://www.town.oi.kanagawa.jp/douga/index.html◆ひょうたん娘のインタビューを町のホームページで視聴できます ▲▲▲
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ひとづくり

　まちづくり
　　
　　未来づくり

みんなで育む
大井の未来

　町では、世代を超えた「ひとづくり」

を土台として、住みよい「まちづくり」

をすすめ、「未来づくり」につなげて

いくことを目標にしています。

　この「ひとづくり」を進める上で、

教育には次代を担う人を育てる大切

な役割があります。そして、その役

割は、学校だけでなく、家庭や地域

も大きく担っています。

　ここでは、町での取組を紹介する

とともに、それに関わる方々の声も

紹介いたします。

７月は「青少年の非
行・被 害 防止 全 国
強化月間」です

あ
い
さ
つ

　
　
　

＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動

　

こ
の
運
動
は
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
、
11
月
の
そ
れ
ぞ
れ
第
１

週
を
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
週
間
と

し
、
そ
の
週
の
水
曜
日
（
水
曜
日

が
１
日
の
場
合
は
木
曜
日
）に
は
、

町
民
の
方
へ
広
く
呼
び
か
け
早
朝

街
頭
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
会

長
を
は
じ
め
、
青
少
年
育
成
会
長

や
民
生
委
員
児
童
委
員
、町
議
会
、

各
学
校
の
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
な
ど
、
地
域
の
多
く
の
方

に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
町
内
の
約
20

か
所
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
と
は
…

　

こ
の
運
動
の
特
色
は
、
あ
い
さ

つ
に
続
く
「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
で
す
。

日
常
の
あ
い
さ
つ
に
、
も
う
一
言

を
付
け
加
え
た
り
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い

く
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
つ
な
が

り
が
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　「おはようございます！校長先生」。
毎朝校門に立ち、生徒たちの明るい
あいさつに元気をもらっています。地
域の方々からも中学生のあいさつに
お褒めのことばをいただいています。
ごく自然に出てくるあいさつほど気持
ちのいいものはありません。子どもの
心にそっと寄り添う、地道な活動が
花開いてきました。大井町を「あいさ
つの町に育てていきたい」、その思い
でいっぱいです。

　
「
子
ど
も

110
番
の
家
」
と
は
、

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
そ

う
に
な
っ
た
り
、
何
か
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
す

ぐ
逃
げ
込
め
る
家
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
通
学
途
中
や
地
域
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
犯
罪

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

平
成
11
年
か
ら
こ
の
取
組
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
に
も
、
県
内
で
は

青
少
年
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
各
地

域
で
は
、
青
少
年
育
成
関
連
団
体

や
に
こ
に
こ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
自

治
会
の
方
々
が
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
町
で
は
こ
の

よ
う
な
事
案
は
起
き
て
い
ま
せ

大
井
町
は
全
戸
が

　
「
子
ど
も

110
番
の
家
」

湘光中学校　
小林　俊

と し

哉
や

　校長

ＰＴＡ主催の朝のあいさつ運動も
３年目を迎えました

生涯学習課　☎ 83-5409
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家
庭
教
育
に

　
　
　
　
「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

　

こ
れ
は
、
保
護
者
向
け
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
子
ど

も
の
将
来
を
見
据
え
、
も
う
一
歩

ふ
み
こ
ん
で
子
ど
も
へ
か
か
わ
っ

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

①
親
力
向
上　

＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

②
家
庭
学
習
に
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

こ
の
２
つ
の
観
点
か
ら
大
切
だ

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
ペ
ー
ジ
ご

と
に
ま
と
め
、
箇
条
書
き
で
示
し

て
い
ま
す
。
各
ペ
ー
ジ
上
部
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
言
葉
を
、
下
部

に
は
教
育
委
員
会
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
が
ス
マ
ホ
に
夢
中
に
な

　

り
す
ぎ
て
…
。」

「
き
ま
り
や
ル
ー
ル
を
伝
え
る
よ

　

い
方
法
は
…
。」

な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
気
に

な
る
こ
と
を
考
え
る
よ
い
機
会
と

し
て
、
懇
談
会
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
く
大
人
の
姿
を
子
ど
も

た
ち
に
示
す
こ
と
で
、
地
域
に
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と

教
育
委
員
会
の
懇
談
会

　

平
成
24
年
度
よ
り
、
各
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
教
育
委
員
会
で
懇
談
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
豊
か
な
人
間

関
係
を
育
む
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
広
く
意
見
交
換
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
今
ま
で
話

し
合
っ
て
き
た
内
容
を
ま
と
め
、

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
教
育
委

員
会
で
協
力
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
に
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
完
成

し
た
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
多
く
の
不
安
や
危
険
な

要
因
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
危
険
に
遭
遇

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
地
域
に
す
る
こ
と
は
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
不
可
欠
な
こ
と
で

す
。

　

こ
の
プ
レ
ー
ト
を
地
域
（
各

組
）
で
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
見
守
り
、
住
民
相
互
の
信
頼

関
係
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※
プ
レ
ー
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ん
。
大
変
心
強
く
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
件
を
防

い
で
い
く
た
め
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
地
域
を
見
守
っ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
必
要
で
す
。
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
子
ど
も

の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

子
ど
も
が
助
け
を

　
　
　

求
め
て
き
た
ら
…

①
子
ど
も
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い

②
一
一
〇
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
左
の
よ
う
な
プ
レ
ー

ト
を
作
成
し
、
町
内
各
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
新
し
く

プ
レ
ー
ト
を
設
置
さ
れ
た
方
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

西大井育成会長
田村　俊

と し

二
つ ぐ

さん

昨年度は、PTA と教育委員会との懇談会を２回開催しました。

※ リーフレットは町のホー
　ムページでも公開しています

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

今
で
き
る
「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
！

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
私
た

ち
が
普
段
の
生
活
の
中
で
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を

実
践
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
作
成

し
ま
し
た
。
懇
談
会
に
出
席
さ
れ

た
方
々
と
と
も
に
、
ど
う
す
れ
ば

内
容
が
伝
わ
る
の
か
を
考
え
、
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
デ
ザ
イ
ン

に
し
よ
う
と
、
熱
心
に
話
し
合
っ

た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
子
ど
も
と
の
会
話

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大井町
ＰＴＡ連絡協議会会長
福田　勉

つとむ

さん

５



平
成
27
年
度
大
井
町
青
少
年
指

導
員
協
議
会
の
主
な
事
業

５
月
・
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

指
導
者
研
修
会
参
加　

６
月
・
町
子
連
子
ど
も
ド
ッ
ジ　

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会
審
判
協
力

７
月
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　

キ
ャ
ン
プ

　
　

・
夏
季
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

８
月
・
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り
巡
回　

　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

・
青
少
年
育
成
富
士
登
山

９
月
・
大
井
町
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

10
月
・
町
民
体
育
大
会
招
集
係　

　
　
　

協
力

11
月
・
神
奈
川
県
青
少
年
指
導
員

　
　
　

大
会

12
月
・
冬
季
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

・
子
ど
も
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

等
協
力

１
月
・
大
井
町
成
人
式
協
力

　
　

・
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

協
力　

２
月
・
大
井
町
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー

　
３
月
・
春
季
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

青
少
年
健
全
育
成

　
　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　

夏
、
冬
、
春
休
み
期
間
中
に
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
少
年
補
導
員
と

合
同
に
よ
り
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
躍
す
る
青
少
年
指
導
員

　

青
少
年
指
導
員
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
神
奈
川
県
知
事
と
大
井
町
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
委
員

で
す
。
町
内
各
自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
地
域
で
信
頼
の
厚
い
方
が
、
将

来
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
活
動
の
ほ
か
、
青
少
年
指
導
員
協
議
会
と
し
て
町
全
体
の
青

少
年
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

　

子
ど
も
た
ち
が
野
外
活
動
を
と

お
し
て
友
だ
ち
を
思
い
や
る
心
や

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
４
年

か
ら
６
年
生
を
対
象
に
県
立
足
柄

ふ
れ
あ
い
の
村
で
一
泊
二
日
の

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成

　

子
ど
も
た
ち
が
奉
仕
活
動
を
と

お
し
て
、
知
識
・
技
術
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
大
井
町
の
次

世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
と
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
青
少
年
指

導
員
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー

　

雪
国
の
体
験
と
ス
キ
ー
を
と
お

し
て
一
般
指
導
者
と
小
・
中
学
生

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
長
野
県
乗
鞍
高
原
温
泉
ス

キ
ー
場
で
一
泊
二
日
の
ふ
れ
あ
い

ス
キ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す

　青少年指導員になり、2 年目になり
ました。指導員と言っても未だに戸惑
う事ばかりです。
　各種行事で子どもたちと一緒に行
動し、逆に教えられる事ばかりで感謝
しています。これからも、ともに成長
し合える仲間でありたいと思います。

新任青少年指導員から一言
　海老名　貴

たか

博
ひろ

（河原）
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青
少
年
指
導
員

　
　
　
　
　

紹
介阿

あ

賀
か

嶺
みね

崇
そう

海老名貴
たか

博
ひろ

諸星光
みつ

浩
ひろ

吉原　寛
ひろし

加藤博
ひろ

康
やす

長嶺義
よし

仁
ひと

小松幹
みき

直
なお

小野浩
こう

二
じ

上大井西大井

河原金手
橋本正

まさ

樹
き

宮地

金木伸
しん

介
すけ

新宿

神
かん

野
の

正
まさ

志
し

髙田和
かず

彦
ひこ

池田城
しろ

光
みつ

熊田和
かず

人
ひと

柳川頼
とも

久
ひさ

繁田勇
ゆう

也
や

國島英
ひで

明
あき

野口敬
たか

康
やす

鈴木敏
とし

彦
ひこ

鈴木康
やす

司
し

杉崎　明
あきら

香川幸
ゆき

男
お

夏苅　正
ただし

吉原

市場

中屋敷

根岸上

下山田

根岸下

篠窪

坊村

柳

馬場

高尾

上山田

赤田

　

青
少
年
指
導
員
協
議
会
で
行
っ
て

い
る
活
動
は
、
指
導
員
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
、
一
般
指
導
者
、
そ
し
て

参
加
者
と
の
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
で
、
そ
の
第
一
の
目
標
は
参
加
し

た
人
が
「
楽
し
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

　

楽
し
さ
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
た
だ

遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
で
は
な
く
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
物
を
作

り
上
げ
、
目
標
を
達
成
し
て
い
く
こ

と
か
ら
楽
し
さ
を
見
出
し
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。
そ
の
狙
い
は
活
動
を
通

じ
て
団
体
行
動
で
の
ル
ー
ル
や
仲
間

へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
す
。

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

大
井
町
青
少
年
指
導
員
協
議
会

　
　
　
　

議
長　

髙
田　

和
彦

※
敬
称
略
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後期高齢者医療制度に加入されている方へ 国民健康保険に加入されている方へ

国民健康保険・後期高齢者医療制度からのおしらせ
町民課　☎ 85-5007

◎平成 27 年度後期高齢者医療保険料
　後期高齢者医療保険料は、被保険者個人単位で算定

し、被保険者全員が均等に負担する「均等割額」と、

被保険者の前年所得に応じて負担する「所得割額」を

合計した額になります。被保険者の方には、7 月中旬に

「平成 27 年度後期高齢者医療保険料額決定通知書・納

入通知書」を送付しますので、保険料額、納付方法な

どを確認し、納期限までの納付をお願いします。

●保険料の算出方法　

●平成 27 年度の均等割額の軽減対象が拡大されました
・均等割額の軽減
　同じ世帯の被保険者の方すべてと世帯主の前年の総
所得金額等の合計した額が、次の表の基準以下となる
方は、均等割額（42,580 円）が軽減されます。

※平成 27 年度の均等割額の軽減については、平成 27
年 3 月 4 日の政令改正に伴い、神奈川県でも条例改正
を行い、対象が拡大されました。
※所得の申告をされていない方については、基準に該
当するか不明のため軽減措置が適用できませんので、
申告をお願いします。
※軽減判定の対象となる総所得金額等は各種控除前の
金額の合計額です（不動産・株式など分離課税に係る
所得も含みます）。また、65 歳以上の方に係る税法上
の公的年金等控除を受けている方は、公的年金所得か
ら高齢者特別控除として 15 万円を控除した金額になり
ます。

年間保険料額
（上限57万円）

均 等 割 額
42,580 円＝ ＋

所　得　割　額
賦課のもととなる
所得金額×8.30％

世帯の総所得金額等の基準 軽減割額 軽減され
る額

軽減後の
均等割額

33 万円 8.5 割 36,193 円 6,387 円
上記の世帯のうち、被保険者
全員が年金収入80万円以下（そ
の他の各種所得なし）の場合

9 割 38,322 円 4,258 円

33 万円 +(26 万円 × 当該世帯
に属する被保険者の数 ) 5 割 21,290 円 21,290 円

33 万円 +(47 万円 × 当該世帯
に属する被保険者の数 ) 2 割 8,516 円 34,064 円

◎平成２７年度国民健康保険税
　国民健康保険税は、前年の所得などをもとにして本

算定を行い、７月中旬に国民健康保険税納税通知書を

送付します。保険税は、国民健康保険や後期高齢者医

療制度ならびに介護保険制度運営のための貴重な財源

ですので、納期限までの納付をお願いします。

●平成 2７年度税制改正に伴い、国民健康保険税の課税
限度額と保険税軽減範囲が次のとおり変更になりました。
　課税限度額の引き上げ

　※ 介護納付金分は 40 歳以上 65 歳未満の被保険者
　　に課税されます。

　保険税軽減範囲の拡大

　※ 軽減判定所得額には、国民健康保険に加入してい
　　ない世帯主の所得も含まれます。

●職場の保険への加入により国民健康保険の資格がな
くなっても精算分の保険税が課税される場合があります
ので、納税通知書が届いた方は、納期限までに納付し
てください。

●転入などの理由により、平成２７年１月１日現在に大
井町にお住まいでなかった方は、平成２６年中の所得状
況を前住所地に確認するため、今回送付した税額が変
更になる場合があります。その場合は、８月以降に税
額変更の通知書をお送りします。

改正前 改正後
医療給付費分 51 万円 52 万円
後期高齢者支援金分 16 万円 17 万円
介護納付金分 14 万円 16 万円
合計 81 万円 85 万円

改正前
（軽減判定所得額）

改正後
（軽減判定所得額）

７割軽減 33 万円 33 万円（変更なし）

５割軽減 33 万円 +24.5 万円
× 被保険者数

33 万円 +26 万円
× 被保険者数

２割軽減 33 万円 +45 万円
× 被保険者数

33 万円 +47 万円
× 被保険者数

口座振替のご利用を！
保険料を納付書で納める ( 普通徴収 ) 方は、口座振替にすると納期ごとに納め忘れがなくなり安心です。
ぜひご利用ください。
申込　税務課・各金融機関・ゆうちょ銀行に口座番号のわかるもの、金融機関届出印持って直接申請してください。

８



４　70 歳未満の方の高額医療・高額合算制度の限度額
が変わります。

【平成 27 年 8 月から】
　年間の介護保険サービス費と医療費の自己負担（それ
ぞれサービスの限度額適用後の自己負担）が一定の限
度額を超えたときに、超えた分が支給される「高額医療・
高額介護合算制度」の限度額の一部が変更されます。

　介護保険法の改正により介護保険制度が変わります。
保険給付に関する主な改正点は、次のとおりです。

1　一定以上の所得がある方は、介護保険サービスを利用
するときの自己負担が 2 割になります。

【平成 27 年 8 月から】
　本人の合計所得金額が 160 万円以上で、同一世帯の 65
歳以上の方（第 1 号被保険者）の年金収入＋その他の合計
所得が単身世帯で 280 万円以上、2 人以上いる世帯で 346
万円以上ある方は、利用者負担が 1 割から 2 割になります。
　介護保険負担割合証が発行されます。
　要支援・要介護の認定を受けている方全員に、利用者負
担の割合（1 割または 2 割） が記載された「介護保険負担
割合証」が発行されます。平成 27 年 7 月下旬に郵送する
予定です。

2　施設サービスの食費・居住費への補助（負担限度額認
定）要件が変わります。

【平成 27 年 8 月から】
　負担限度額認定の要件は、世帯全員が町民税非課税で
あることが要件でしたが、次のいずれかに該当する場合、
負担限度額認定の対象にはなりません。
①町民税非課税世帯でも、世帯分離している配偶者が町
民税課税者である場合。
②町民税非課税世帯（世帯分離している配偶者が町民税非
課税）でも、預貯金などが（単身者 1,000 万円、　夫婦 2,000
万円）を超える場合。
※平成 28 年 8 月からは、非課税年金（遺族年金、障害年
金など）の収入を所得として算定することになっています。

3　高額介護サービス費の一部の上限額が新しくなります。
【平成 27 年 8 月から】

　同じ月に利用した介護保険の利用者負担が一定額を超
えたときに支給される「高額介護サービス費」の利用者負
担段階に「現役並み所得者（同一世帯に課税所得 145 万円
以上の方がいて、年収が単身 383 万円以上、
2 人以上 520 万円）」が新設されます。

介護保険制度の改正について

介護保険料のお知らせ

介護保険制度からのおしらせ 介護福祉課　☎ 83-8011

所得（基礎控除後の総所
得金額等）

平成 26 年 8 月～
平成 27 年 7 月

平成 27 年
　8 月から

901 万円超 176 万円 212 万円
600 万円超 901 万円以下 137 万円 141 万円
210 万円超 600 万円以下 　67 万円 　67 万円

210 万円以下 　63 万円 　60 万円
町民税非課税世帯 　34 万円 　34 万円

　介護保険は、40 歳以上の方に介護保険料を納めてい
ただき、介護が必要になった場合に認定を受け、必要な
介護サービスを受ける制度です。65 歳以上の方には、７
月中旬以降に「平成 27 年度介護保険料納入通知書」を
送付させていただきますので、ご自分の保険料額、納入
方法などをご確認ください。
※ 40 歳から 64 歳までの方（第２号被保険者）の介護保
険料は、加入している医療保険の保険料に含めて一括で
納めます。

65 歳以上の方の介護保険料の納め方
　老齢（退職）年金の受給額によって、次のいずれかの
納め方になります。
　年金の受給金額が年額 18 万円以上の方〔特別徴収〕
　・年金の定期支払い（年６回）の際に、年金から介護

保険料があらかじめ差し引かれます。
　年金の受給金額が年額 18 万円未満の方〔普通徴収〕
　・町から送付する納付書で、指定金融機関などに直
　　接納付していただきます。

☆老齢（退職）年金の受給年額が18万円以上の方で
も、次のような場合は納付書で納めていただくことが
あります。

　・平成 27 年度中（平成 27 年４月２日以降）に 65 歳
　　になる方
　・年度の途中で他の市町村から転入された方
　・平成 27 年４月１日の時点で老齢（退職）年金を受
　　けていない方
　・収入申告のやり直しなどで、過年度分の所得段階
　　区分が変更になった方など
※災害などの事情で保険料の納付が困難なときは、保
険料の減免や支払猶予が受けられる場合がありますの
で、介護福祉課までご相談ください。

区        分 上限額（世帯合計）
現役並みの所得者に相当する方がい
る世帯の方【新設】 44,400 円

世帯内のどなたかが町民税を課税さ
れている方 37,200 円

世帯の全員が町民税を課税されてい
ない方 24,600 円

・老齢福祉年金を受給している方
・前年の合計所得金額と課税年金
・収入の合計が80万円以上の方など

15,000 円（個人）

生活保護の受給者の方など 15,000 円（個人）
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おおい！

ふるさと紙芝居
新作を発表

　

こ
の
た
び
、
大
井
町
に
伝
わ
る

昔
ば
な
し
を
題
材
に
し
た
紙
芝
居

「
狐
を
化
か
し
た
話
」（
全
８
ペ
ー

ジ
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
１
作
目

の
「
狐
に
化
か
さ
れ
た
話
」、
２

作
目
の
「
赤
坂
の
袖
切
り
神
」
に

続
く
３
作
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
紙
芝
居
は
、
篠
窪
か
ら
秦

野
へ
通
り
ぬ
け
る
喜き
そ
う
じ
や
ま

叟
寺
山
の
狐

が
、
主
人
公
の
安や
す
え
も
ん

右
ヱ
門
が
買
っ

て
き
た
油
揚
げ
食
べ
た
さ
に
美
し

い
娘
に
化
け
て
安
右
ヱ
門
の
愛
馬

に
乗
せ
て
も
ら
う
が
、
そ
れ
に
気

づ
い
た
知
恵
の
あ
る
安
右
ヱ
門

は
、
反
対
に
狐
を
化
か
す
と
い
う

お
話
で
す
。

　

紙
芝
居
に
は
、
安
右
ヱ
門
が
愛

馬
を
連
れ
て
買
い
物
へ
出
か
け
る

様
子
や
妻
と
の
仲な
か
む
つ睦

ま
じ
い
会

話
、
狐
が
化
け
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
化
か
す
姿
が
、
表
情
豊
か

に
温
か
み
あ
る
絵
か
ら
十
分
に
伝

わ
っ
て
く
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。 第

３
弾

「
大
井
町
の
昔
ば
な
し

　

狐
を
化
か
し
た
話
」

特
別
版

「
戦
争
と
け
ん
一
」

　

こ
れ
ま
で
３
作
の
ふ
る
さ
と
紙

芝
居
の
制
作
で
絵
を
担
当
さ
れ
た

宇
田
川
聖
一
さ
ん
が
、
小
学
校
教

諭
時
代
、
子
ど
も
た
ち
に
自
身
の

戦
争
体
験
を
通
じ
て
、
戦
争
の
記

憶
、
命
の
尊
さ
、
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
に
制
作
し
た
紙
芝

居
「
戦
争
と
け
ん
一
」（
全
38
ペ
ー

ジ
）
を
特
別
版
と
し
て
、
広
く
町

民
の
方
へ
貸
し
出
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
の
今
年
、
紙

芝
居
を
通
じ
て
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
一
助
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

紙
芝
居
の
貸
出
し

お
お
い
！
ふ
る
さ
と
紙
芝
居
（
第

１
作
目
～
３
作
目
）
を
貸
出
し
し

て
い
ま
す
。

○
団
体
へ
の
貸
出
し
（
１
作
）

　

窓
口　

生
涯
学
習
課
（
生
涯
学

　
　
　
　

習
セ
ン
タ
ー
内
事
務
室
）

　

期
間　

１
か
月
以
内

　

手
続　

事
務
室
窓
口
に
あ
る「
借

　
　
　
　

用
願
」
に
必
要
事
項
を

　
　
　
　

記
入
し
て
提
出

○
個
人
へ
の
貸
出
し（
所
蔵
数
１
作
）

　

窓
口　

町
図
書
館
・
そ
う
わ
会

　
　
　
　

館
（
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

　

期
間　

２
週
間
以
内

　

手
続　

通
常
の
図
書
・
紙
芝
居

　
　
　
　

の
貸
出
し
と
同
様
（
図

　
　
　
　

書
館
カ
ー
ド
必
要
）

※
「
戦
争
と
け
ん
一
」
は
生
涯
学

　

習
課
窓
口
で
２
週
間
以
内
の
貸

　

出
し
と
な
り
ま
す
。

生涯学習課　☎ 83-5409

制
作
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

　

今
回
は
夜
の
場
面
が
多
く
、
場

面
に
よ
っ
て
色
使
い
を
変
え
た
り
、

表
情
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
夜

に
着
物
の
縞
が
映
え
る
よ
う
な
色

彩
や
夫
婦
が
狐
を
温
か
く
見
送
る

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

お
話
（
文
・
脚
本
）
を
作
る
際
は
、

原
文
か
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
す
る

の
で
は
な
く
、
町
の
歴
史
を
伝
え

る
こ
と
を
意
識
し
た
。
現
在
は
農

道
に
な
っ
て
い
る
篠
窪
か
ら
秦
野

へ
行
く
古
道
を
歩
き
、
当
時
の
様

子
を
想
像
し
な
が
ら
作
成
し
た
。

　　　『戦争とけん一』
昭和 60 年神奈川県立図書館

「第６回手づくり紙芝居コンクール」
奨励賞受賞

清水幸
さ ち こ

子さん
（文と構成を担当）

宇田川聖
せいいち

一さん
（絵を担当）
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夏休み
子どもチャレンジウィーク
～つくって・学んで・たのしんで～ 7月25日（土）～8月10日（月︶

君はどれを選ぶ？
興味をもった教室に
参加しよう☆

子
こ

どもエコ・スクール
場所　きらめきの丘おおい（29日）
　　　新日鉄住金株式会社　　
　　　君津製鉄所（5日）
時間　9:00 ～ 12:00（29日）
　　　9:00 ～ 17:00（5日）
対象　小学4 ～ 6年生　要申込
内容　環境についての知識の習得
担当　生活環境課（☎85-5010）

おおい歴
れきしたんけんたい

史探検隊
場所　生涯学習センター
時間　9:00 ～ 14:30
対象　小学生とその親　要申込
内容　ミニ土

ど ぐ う

偶形容器づくり
担当　生涯学習課（☎83-5409）

川
かわ

の生
い

きもの調
しら

べ
場所　酒匂川左岸
時間　9:00~11:30 
対象　小学3年生以上 　要申込
内容　酒匂川の生きものに触れる
担当　生涯学習課（☎83-5409）

1 日
にち

図
としょかんいんたいけん

書館員体験
場所　生涯学習センター
時間　8:30 ～ 12:00
対象　小学4年生～中学生　要申込
内容　図書館の職場体験
担当　生涯学習課（☎83-5409）

つくってあそぼう！
場所　生涯学習センター
時間　10:00 ～ 14:00
対象　自由参加
内容　身近な材料でおもちゃ作り
担当　生涯学習課（☎83-5409）

子
こ

ども水
すいえいきょうしつ

泳教室
場所　上大井小学校プール
時間　10:00 ～ 12:00
対象　小学２，３年生　要申込
内容　基本泳法の習得
担当　生涯学習課（☎83-5409）

親
おやこりょうりきょうしつ

子料理教室
場所　生涯学習センター
時間　9:00 ～ 12:00
対象　小学1~4 年生とその親　要申込
内容　親子での料理作り
担当　子育て健康課（☎83-8011）

防
ぼうさいたいけんきょうしつ

災体験教 室
場所　小田原市消防本部
　　　陸上自衛隊駒門駐屯地
時間　8:30 ～ 16:30
対象　小学 4･5年生　要申込
内容　防災の知識を養う
担当　防災安全室（☎85-5002）

子
こ

ども科
かがくきょうしつ

学教室
場所　生涯学習センター
時間　13:30~16:00 
対象　小学 4 ～ 6 年生 　要申込
内容　水と空気の不思議を体験
担当　生涯学習課（☎83-5409）

夏
なつ

の星
せいざかんさつかい

座観察会
場所　山北町中川
時間　18:30~21:30 
対象　小学3~6 年生 　要申込
内容　夏に見える星座の観察
担当　生涯学習課（☎83-5409）

※詳細は学校からの配布文書を参照

親
おやこもっこうきょうしつ

子木工教室
場所　生涯学習センター
時間　9:30 ～ 12:00
　　　13:30 ～ 17:00
対象　小学生とその親　要申込
内容　木工作品の工作
担当　生涯学習課（☎83-5409）

7月29日、8月5日　 

7月28日

7月25日 7月30日、8月5、7日 

8月5日

8月3~7日
8月4日

8月7日

8月6日

8月10日

7月26日
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大
井
町

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５

大
井
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会　

☎
83-

８
０
１
１

　

5
月
27
日
㈬
０
時
か
ら
21
時
の

間
に
「
大
井
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
５
」
が
行
わ
れ
、
大
井
町

で
は
８
︐
０
３
３
人
の
方
が
、
15

分
以
上
運
動
し
ま
し
た
。
目
標
の

参
加
率
55
％
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
46.

３
%
を
獲
得
し
、

対
戦
相
手
の
北
海
道
富
良
野
市
に

0.1
％
差
で
勝
利
し
、
大
井
町
も
富

良
野
市
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
初
参
加
の
大
井
町
で
し

た
が
、
実
施
に
伴
い
各
自
治
会
・

団
体
・
学
校
・
企
業
な
ど
皆
さ
ん
、

ま
た
実
行
委
員
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
が
参
加

し
、
町
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を

機
会
に
、
健
康
で
活
力
に
満
ち
た

大
井
町
を
皆
さ
ん
で
作
り
ま
し
ょ

う
。

結 果

実 施 回 数 5 回目
人 口 23,278 人
参 加 者 10,759 人
参 加 率 46.2％

大井町

北海道富良野市

実 施 回 数 初実施
人 口 17,350 人
参 加 者 8,033 人
参 加 率 46.3％

17,350 人
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　６月臨時会において同意を得ました井上仲治氏

が平成 27年７月１日付けで副町長に就任されまし

た。任期は、平成 27 年 7月 1日から平成 31 年 6

月 30日までとなります。

　井上氏は、昭和 32年生まれの 57歳。昭和 55年

４月に大井町役場に就職され、福祉部健康づくり

課長、総務部総務課長、総務安全課長、参事兼都

市整備課長などを歴任しています。

　また、この６月 30日付けで、露木辰夫副町長が

任期満了により退任されました。露木氏は、副町

長として 8年にわたり町の発展に貢献されました。

副町長に井上仲
なかはる

治氏（新任）

さん　６6 歳　馬場
（みひろぎ　しげる）

受章に際して本人からのコメント

　４８年間、健康で長く務めさせていただいた結

果、受章できうれしく思います。

元　日本郵政公社職員 

◇瑞宝単光章◇

三尋木　茂

j叙勲平成 27 年春の叙勲

体
全
体
を
動
か
す
ラ
ジ
オ
体
操

　

６
月
13
日
㈯
総
合
体
育
館
で
お
お
い
ラ

ジ
オ
体
操
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
公
認
２
級
指
導
士
で
あ
る
丸
谷

美
穂
子
先
生
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
の
実

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

体
育
協
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
お

お
い
元
気
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
の

総
勢
１
１
７
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

丸
谷
先
生
の
て
い
ね
い
で
わ
か
り
や
す
い

解
説
の
も
と
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
終
了
後
に
丸
谷
先
生
は
「
大
井
町

の
皆
さ
ん
は
大
変
の
み
込
み
が
早
く
、
こ

こ
ま
で
し
っ
か
り
で
き
る
の
は
、
珍
し
い

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
何
気
な
く
や
っ
て
い
た
ラ
ジ
オ

体
操
で
も
正
し
い
動
き
で
行
う
と
、
人
間

の
体
全
体
を
ま
ん
べ
ん
な
く
動
か
す
た
め

の
必
要
な
運
動
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
誰
で
も
で
き
る
運
動
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ラ
ジ
オ
体
操
を
継
続
し
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
地
域
の
方

た
ち
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
こ
と

で
、
多
く
の
方
々
と
の
交
流
の
機
会
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課　

☎
83-

５
４
０
９
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まちかどReport

　根岸山の麓の道を散策していると、辻の小空間に石造
物が建ち並んでいる。多くは道祖神である。時として路傍
に残された空き地に五輪塔が他の供養塔と共にたってい
る。

　この地が墓所であったのか、
ほかから寄せ集めたのかは判明
しなかった。明治、江戸の頃は
墓所が必ずしも寺の墓所ではな
かった。今も田畠の中に墓所が
残っている。
　五輪塔は形が崩れて底部の方
形とその上の円形がなくなってい
る。（写真　左から 2 番目が五輪塔とわかるのは一番上
が宝珠形から推測できる。）
　周辺の開発が進んでいるので、いつまでも残っていて
ほしい地域の歴史を物語る石造物群です。

路傍の石塔

（まちかどリポーター　檜佐義明）

　インタープリターという言葉は一般的には「通訳 ( 者 )」
なのですが、自然体験活動の世界では「自然の発するメッ
セージを伝え、自然とふれあう感動を分かちあえるように
する自然解説者」とされます。
　大井町には、川、田園、里山とさまざまな自然があり、
その中で畑を耕し作物を育て、田んぼでお米を作って生
活しています。そのような方は、その土地の話や作物・作
品の話を最もよく知ってますので、その部分については最
高のインタープリターだと言えるのではないでしょうか。
　７月 6 日に実施された地域振興課のウオーキング企画
は、トマトハウスの熊澤さん、梨農園の井上さん、ひょう
たんの岡部さんの「仕事場」を歩いて回り、足柄観光ガイ
ドの会にガイドをしてもらいながら「自然」を体験すると
いうものでした。それぞれの場で語られた作物や仕事の内
容は、どれも参加者の興味を喚起させる内容でした。今
回この活動に同行して感じたことは、この企画が「単なる
自然体験にとどまらず、その土地で生活する方の生の声に
直接ふれあい、その体験から自然を再認識できる」とい
う意義があったように思います。自分の土地、作物につい
ては、自分が一番知っているわけですから、そこに訪れた
方に話すことは無限にありそうです。6 日の参加者は小田

原、開成、相模原など広域から集まっており、参加者
が大井町の自然に触れそこで生活する皆さんの話が聞
けたことで満足できたのではないでしょうか。改めて大
井町には素晴らしいインタープリターの方がたくさんい
られるのではないかと思いました。そしてこれこそが大
井町の素晴らしい財産ではないでしょうか？
　初めての活動であったため、さまざまな課題も見えま
したが、課題への対応をしっかりと構築して今後も続け
て欲しいと思えた自然体験ウオーキングでした。　
　　　　　　　　　（まちかどリポーター　水野和則）

せせらぎ自然体験ウオーキング同行記

空
　
風
　
火
　
　
水
　
　
地
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日本年金機構小田原事務所　☎ 22-1391

町民課　☎ 85-5007まさお君 31 歳
自営業

かずこさん ２8 歳
自営業

けんぞうくん  1 歳

国民年金保険料は、退職（失業）
による特例免除があるよ！本人
の所得を除外して審査するので
申請書を提出すれば承認される
可能性もあるよ！失業を確認で
きる証明の写しが必要だよ！

　

国
民
年
金
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者

で
、
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
人
は
、
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
法
定
免
除
）。
ま

た
、
同
じ
く
第
１
号
被
保
険
者
で
、
経
済

的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
申
請

免
除
）。

　

申
請
免
除
は
、
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で

に
申
請
す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、
全

額
、
3/4
、
半
額
、
1/4
の
４
段
階
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
20
歳
か
ら
30
歳
未
満
の
若
年

者
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
す
る
場
合

は
前
々
年
の
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、町
民
課
窓
口
ま
た
は
、

小
田
原
年
金
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

　
問
１

　

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
に

は
、
免
除
の
４
段
階
の
程
度
に
応
じ
て
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
減
額
さ
れ
る
。

問
２

　

将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
５
年
以
内

で
あ
る
。

解
説
１　

○

　

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
（
一
部
免
除
に
つ

い
て
は
、
一
部
免
除
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）
が
、
老
齢
基
礎

年
金
の
金
額
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
場
合
と
比
較
し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

○
全
額
免
除　

4/8
（
2/6
）

○
3/4
免
除　

5/8
（
3/6
）

○
半
額
免
除　

6/8
（
4/6
）

○
1/4
免
除　

7/8
（
5/6
）

※
（　

）
内
は
、
平
成
21 

年
３
月
分　
　

ま
で
の
割
合
で
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

解
説
２　

×

　

老
齢
基
礎
年
金
は
免
除
を
受
け
て
い
た

分
、
年
金
額
が
低
く
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

10 
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
し
て
満
額
の
年

金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

険
料
免
除
等
と
な
っ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
一
定
期
間
を
経
過
し
て
か
ら
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

追
納
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
民
課
も
し

く
は
小
田
原
年
金
事
務
所
の
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請

で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
障
害
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な

ど
の
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
審
査
し
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は

配
偶
者
も
所
得
審
査
を
し
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該
当
す
る
場
合

も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

障
害
年
金
受
給
等
で

　
　
　

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
免
除

（
法
定
免
除
）
と
な
り
ま
す
が
、
免
除
の

期
間
中
で
あ
っ
て
も
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
増
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
納
付
申
出

制
度
」
と
い
い
ま
す
。

　

納
付
申
出
に
よ
り
、
次
の
便
利
で
お
得

な
制
度
を
あ
わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

・
保
険
料
の
口
座
振
替
（
手
間
い
ら
ず
で

　

便
利
）

・
保
険
料
の
前
納
（
保
険
料
の
割
引
あ
り
）

・
付
加
年
金
な
ど
の
加
入
（
お
得
な
上
乗

　

せ
制
度
）

　

ま
た
、
免
除
期
間
が
終
わ
っ
た
後
で
も
、

保
険
料
を
後
払
い
（
追
納
制
度
）
す
る
こ

と
で
、
同
様
に
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増
額

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の

 　
　

保
険
料
免
除
の
手
続
き　

所得基準
全額免除 扶養親族等の数＋ 1）×35

万円＋ 22 万円
3/4 免除 78 万円＋扶養親族等控除額

＋社会保険料控除額等
半額免除 118 万円＋扶養親族等控除額

＋社会保険料控除額等
1/4 免除 158 万円＋扶養親族等控除額

＋社会保険料控除額等
若年者納付
猶予制度

扶養親族等の数＋１）×35
万円＋ 22 万円
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TOWN TOPICS
まちのトピックス

親力向上＋ＯＮＥ　
～できることから始めよう～
　6月11日（木）すこやか学級第１回が開催され、「１日10分の

運動習慣で心身の健康バランスにつなげよう」というテーマ

で、24人の参加者は、講師の友永美
み

樹
き

さん（㈱タスク　健康

運動指導士・健康運動実践指導者）からリフレッシュ体操を教

わりました。ボールやラバー（ゴムひも）を使って姿勢を整える

体操や体幹を鍛える体操を行い「久々にすっきりとした汗をか

いて、とても楽しかったです。また参加したいです」などの感想

がありました。

▲

優勝した第一長寿会（市場）

▲Ａクラス優勝新宿Ａ

▲

Ｂクラス優勝湘光中ＯＢ

Ａクラス新宿Ａ、Ｂクラス湘光中ＯＢが優勝
　６月７日（日）総合体育館で町民卓球大会が開催され、８チー

ムが参加し、Ａクラス・Ｂクラスに分かれて熱戦を繰り広げま

した。A クラスは「新宿Ａ」が２年ぶり優勝を果たし、B クラ

スは、初出場の「湘光中ＯＢ」が、若さあふれるプレーで優勝

の栄冠を勝ち取りました。日頃からの練習の成果が表れた結

果となりました。卓球は幅広い年代層が手軽に楽しめるスポー

ツです。次回は皆さんも是非参加してみてください。

優　勝　新　宿Ａ
準優勝　金　手 A

A クラス B クラス

優　勝　湘光中ＯＢ
準優勝　新　宿Ｄ

第一長寿会（市場）が優勝
　６月10日（水）山田総合グラウンドで、町ゲートボール大会を開

催しました。前の日の雨が心配でしたが、スッキリと晴れ少し暑い

くらいの陽気でした。天候と同様、皆さんは白熱したプレーを繰

り広げ、見事第一長寿会（市場）が優勝しました。

　　優　勝　第一長寿会（市場）
　　準優勝　交楽会（坊村・馬場・宮地）
　　３　位 　若葉会（上大井）

▲▲

大井町消防団、訓練実施！
　５月２４日（日）酒匂川スポーツ広場（小田原大橋上流の河川

敷）で水防演習、６月１４日（日）に赤田地内で中継送水訓練

を実施しました。

　水防演習では、台風などの風水害に備えて「月の輪工法」

を実施しました。中継送水訓練では、山林火災など水利（防

火水槽や消火栓）から離れている場合を想定して、消防団と

小田原市消防本部が合同で訓練しました。

　さまざまな災害に備え、消防団は訓練を実施しています。

水防演習で実施した月の

輪工法。堤防から水が染

み出ている場合に実施し、

河川水位と漏水口との水

位差を縮めることで水の

圧力を弱め、漏水口の拡

大を防ぐ工法。

▲

消防団が約 400 ｍを中

継送水し、小田原市消

防本部西大友出張所の

消防隊へ連結し、水利

を確保。

▲
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身近な情報をお寄せください。町民課　☎ 85-5004▲ ▲▲

暑さより熱かった
　5 月 23 日（土）に湘光中学校の体育祭があり、5 月 30 日（土）

には、町内各小学校で運動会が行われました。小学 1年生か

ら中学 3 年生まで、この日のために練習した成果を発揮でき

るよう各種目に一生懸命取り組んでいました。

　両日とも気候にも恵まれ、暑く熱く行われ、保護者の方も

白熱して応援していました。

▲湘光中学校体育祭

▲相和小学校運動会

▲大井小学校運動会

▲上大井小学校運動会

 

　藤澤富
ふ さ こ

佐子 
　（１００歳・上山田）

お誕生日
おめでとうございます

さん

6 月 5 日撮影

□■□

□■□

□■□

6月18日（木）自治会長研修が行

われ、千葉県東庄町を視察し、

「防災面からみ協働のまちづくり

と地域活性化」の説明を受けまし

た。また、大井町のごみの焼却灰

を処理する中央電気工業㈱鹿島

工場も見学しました。

6月19日（金）歌謡教室楽演会

から昨年に引き続き寄付をい

ただきました。約180人が参

加したカラオケ楽演祭（チャリ

ティ）で集まったもので町政の

運営に活用させていただきま

す。

6月19日（金）水曜クラブから図

書の充実ということで寄付をい

ただきました。図書館やそうわ

会館の貸し出し図書を充実さ

せ、広く利用させていただきま

す。水曜クラブからは毎年寄付

をいただいています。

自治会長が視察

寄付をいただきました

寄付をいただきました

６月１４日（日）第1回講座が足

柄紫水大橋下で開かれ、参加者

は酒匂川の水質や水生昆虫を調

べ、町の自然環境を学びました。

定員になるまで途中入校できま

す。希望される方は生活環境課

（☎ 85-5010）まで。

子どもエコ・スクール
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栄
光
愛
児
園
の
年
長
「
す
み
れ

組
」
の
子
ど
も
た
ち
が
、
今
年
も
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
一
員
に
な
り
ま
し

た
。
任
命
式
に
は
全
員
で
は
っ
ぴ
を

着
て
、
任
命
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

「
団
員
の
心
得
＝
お
・
か
・
し
・
も

︵
お
さ
な
い
・
か
け
な
い
・
し
ゃ
べ
ら

な
い
・
も
ど
ら
な
い
︶」
を
み
ん
な
で

復
唱
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
新

た
な
任
務
に
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
嬉
し

さ
と
照
れ
た
様
子
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な
子
ど
も

た
ち
で
し
た
。

　

６
月
に
は「
消

防
車
」
の
お
絵

描
き
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
消

防
車
の
周
り
に

集
ま
り
、「
前
か

ら
描
こ
う
か
な
、

横
か
ら
に
し
よ
う
か
な
︙
こ
こ
に
し

よ
う
！
」
と
自
分
で
場
所
を
決
め
て

い
ま
し
た
。
絵
を
描
い
て
い
る
間
、

消
防
士
さ
ん
が
次
々
と
消
防
車
の
ド

ア
を
開
け
て
備
品
の
説
明
を
し
て
く

れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。

消
防
車
の
見
学
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

見
学
に
満
足
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
の
後
、
と
て
も
集
中
し
て
消
防
車

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

僕
た
ち
・
私
た
ち
は

「
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
の
一
員
で
す▲ 消防車！すごいね！格好いいね！大きいな！

▲ 任命式で、はっぴを着ると、少しお兄さん・お姉さ

んになった気分です。

そ
ら
豆　

収
穫
し
た
よ
！

　

昨
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
が
₁₂
月
に
植

え
て
く
だ
さ
っ
た
そ
ら
豆
が
大
き
く
育
ち
、

５
月
に
み
ん
な
で
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
ら
豆

は
、
厚
く
大
き
な
皮
を
む
く
と
中
か
ら
３
・
４

粒
の
豆
が
で
て
き
ま
す
。

　

採
れ
た
て
は
嫌
な
匂
い
も
な
く
、
で
て
き

た
豆
を
手
に
取
っ
て
「
お
い
し
そ
う
」「
早
く

た
べ
た
ー
い
！
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
む
き
終
わ
っ
た
皮
に
も
興
味
を
も
ち
、

皮
の
内
側
を
触
っ
て「
わ
ぁ
。
ふ
わ
ふ
わ
だ
～
」

「
気
持
ち
い
い
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
。＇
そ
ら
ま

め
く
ん
の
べ
っ
ど
＇
と
い
う
絵
本
を
思
い
だ

し
読
ん
だ
り
、「
ふ
か
ふ
か
ベ
ッ
ド
を
飾
っ
て

お
こ
う
」
と
お
部
屋
に
飾
っ
た
り
、
絵
に
表

現
し
た
り
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
方

法
で
楽
し
み
ま
し
た
。
五
感
を
通
し
て
体
験

す
る
こ
と
、
体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

給
食
っ
て
、
お
い
し
い
ね
！

　

５
月
１
日
か
ら
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

年
中
年
少
組
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
給
食
。

特
に
年
少
さ
ん
は
、
今
年
度
よ
り
お
弁
当
か

ら
給
食
に
な
り
、
年
少
さ
ん
用
の
小
さ
な
お

茶
碗
と
汁
椀
も
給
食
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
配
膳
さ
れ
た
給
食
を
前
に

し
た
子
ど
も
た
ち
。
じ
～
っ
と
給
食
を
見
つ

め
た
り
、
匂
い
を
く
ん
く
ん
か
い
だ
り
、
中

に
は
待
ち
き
れ
ず
、
ペ
ロ
ッ
と
味
見
を
し
て

し
ま
っ
た
子
も
・
・
・
。

　

相
和
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
給

食
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
完
食
）
を
め
ざ
し
て
、

苦
手
な
物
も
頑
張
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
時

に
は
、
食
缶
が
空
っ
ぽ　

な
ん
て
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
ぶ
元
気
い
っ

ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ま
た
、
幼
稚
園

の
給
食
の
時
間
は
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

場
で
も
あ
り
ま
す
。
茶
碗
を
持
っ
て
食
べ
る

こ
と
や
お
箸
の
使
い
方
な
ど
、
少
し
ず
つ
食

事
の
マ
ナ
ー
も
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

3
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町長
間宮恒行

　

今
年
４
月
末
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
は
、
米
国
連
邦
議
会
上
下
両
院
合
同
会

議
の
演
台
に
立
ち
「
日
本
が
、
世
界
の
自

由
主
義
国
と
提
携
し
て
い
る
の
も
、
民
主

主
義
の
原
則
と
理
想
を
確
信
し
て
い
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
、
１
９
５
７
年
の

祖
父
岸
信
介
の
米
国
連
邦
議
会
で
の
演

説
の
く
だ
り
か
ら
入
っ
た
。
米
国
で
の
留

学
生
活
や
勤
務
で
会
得
し
た
米
国
観
や

「
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
」
か
ら
我
が
国
は

学
び
、
今
日
の
民
主
主
義
国
家
に
な
っ
た

こ
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
や
戦
後
の
日
米

関
係
や
世
界
平
和
な
ど
、
幅
広
く
日
米
の

絆
と
同
盟
を
強
調
し
て
い
た
。結
び
に「
国

際
協
調
と
積
極
的
平
和
主
義
」
を
将
来
の

日
本
の
御
旗
と
し
て
掲
げ
、
米
国
を
真
の

同
盟
国
と
し
日
米
同
盟
を﹃
希
望
の
同
盟
﹄

と
呼
び
ま
し
ょ
う
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
祖
父

岸
信
介
が
混
乱
続
く
日
本
を
独
立
国
と

し
て
復
興
さ
せ
、
民
主
国
家
に
成
長
さ
せ

た
と
い
う
思
い
も
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

戦
後
の
節
目
節
目
で
、
歴
代
の
首
相
は

言
葉
に
よ
っ
て
、
時
代
の
局
面
を
切
り
取

戦
後
70
年
の
名
言り

打
開
し
て
き
た
。
敗
戦
後
、吉
田
茂
は
、

「
戦
争
で
負
け
て
外
交
で
勝
っ
た
歴
史
は

あ
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
日
韓
国
交
正

常
化
で
岸
信
介
の
「
両
国
に
は
難
し
い
国

民
感
情
が
あ
る
か
ら
、
現
在
の
国
民
が
拍

手
喝
采
す
る
よ
う
な
条
約
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
な
ら
、
真
の
正
常
化
は
で

き
な
い
」
と
語
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
の

礎
い
し
づ
えを

作
っ
た
池
田
勇
人
は
、「
国
づ
く
り

は
人
づ
く
り
で
あ
る
」
と
説
き
、
物
質
的

に
豊
か
に
な
っ
て
も
「
人
間
の
心
の
豊
か

さ
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
解
っ

て
い
た
。
佐
藤
栄
作
は
、「
沖
縄
の
返
還

な
く
し
て
日
本
の
戦
後
は
終
わ
ら
な
い
」

と
い
う
名
演
説
と
共
に
、
デ
モ
隊
に
囲
ま

れ
な
が
ら
も
名
護
上
空
を
ヘ
リ
で
視
察

し
、「
耕
し
て
山
頂
に
達
し
、
平
地
は
軍

基
地
、
ほ
ん
と
に
気
の
毒
な
状
況
」
と
、

日
記
に
記
さ
れ
た
。

　

戦
後
70
年
歴
代
の
総
理
が
、
強
固
な
意

志
と
信
念
で
復
興
を
遂
げ
、
今
日
の
発
展

を
築
き
あ
げ
て
き
た
。
彼
ら
が
残
し
た
も

の
は
国
政
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
き
た

含
蓄
あ
る
言
葉
で
あ
る
と
い
え
る
。

町
詞発

長

ダックス杯で優勝！県大会出場へ

大井フレンダースでは、男女問わず随時部員を募集しています。
お問い合わせは、柏原 ☎ 82-1762・野村 ☎ 82-9533 まで

　5 月 17 日（日）、24 日（日）、31 日（日）の３日間にわたり、足柄
上郡学童部に所属する少年野球５チームによる「ダックス杯（県大
会出場決定リーグ戦）」が開催されました。
　大井フレンダースは３勝１引き分けの好成績で優勝し、８月６日

（木）～１３日（木）に行われる「神奈川県学童軟式野球選手権大会（専
修大学カップ）」への出場が決まりました。
　県内各地区の代表チームが出場し、開会式は憧れの横浜スタジア
ムで行われる大規模な大会です。勝利を目指し、一人ひとりが精一
杯の力を出し切れるよう「全員野球」で頑張ってきます！

第 40 回記念大会を開催

大井少年柔道育成会では、新入部員を募集しています。ぜひ見
学にきてください。柔道を通じ心と身体を鍛えましょう。（高
学年からでも可）
日時　火曜日 18:30 ～　土曜日 18:00 ～　
場所　総合体育館
対象　幼児・小学生　

　大井町柔道協会では、5 月 16 日（土）総合体育館で「第 40 回足
柄上こども柔道大井大会」を開催いたしました。昭和 51 年から続
く歴史ある大会であり、今年は第 40 回記念大会として、近隣市町
4 市 4 町から大勢の子どもたちを
招き開催しました。熱戦が繰り広
げられるなか大井町柔道協会チー
ムは、準優勝に輝きました。

優　勝　平塚 A

準優勝　大井 A

３　位   小田原 A、平塚 B

大井大会
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今月は、
大野祐子
保健師です

memo保健師

まちの文芸

保健師

手
洗
い
す
る
と
き
の
注
意
点

●
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
に
入
っ
た
後
、
外
出

　

先
か
ら
帰
宅
し
た
ら
手
を
洗
う

●
洗
う
と
き
は
手
首
ま
で
洗
う
こ
と
が
大
切

●
洗
っ
た
後
は
清
潔
な
タ
オ
ル
や
布
で
ふ
く

②
体
調
管
理

　

体
全
体
の
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
も

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
休
養
を
十
分
に
と

り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
し
ま

す
。
特
に
粘
膜
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質

や
、
免
疫
細
胞
を
強
化
す
る
ビ
タ
ミ
ン
A
・

C
・
E
、
腸
を
元
気
に
す
る
乳
酸
菌
や
食
物

繊
維
な
ど
を
意
識
し
て
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
感
染
症
を
発
症
し
た
ら
、
他
の
人
に

感
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
下
痢
が
続
く
、
高
熱
が
続
く

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

夏
に
感
染
症
が
流
行
る
の
は
？

　

夏
は
、
暑
さ
か
ら
食
欲
不
振
、
夏
休
み

な
ど
の
長
期
の
休
み
に
よ
り
生
活
習
慣
が

乱
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
欠
け
た
食
事
や

夜
更
か
し
が
続
く
な
ど
体
調
を
崩
し
が
ち

で
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
を
狙
っ
て
い
る
の

が
感
染
症
で
す
。

　

感
染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
真
菌
、

微
生
物
な
ど
が
皮
膚
や
粘
膜
な
ど
か
ら
体

内
に
侵
入
し
て
増
殖
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
を
起
こ
す
病
気
の
こ
と
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
や
抗
生
物
質
な
ど
の
薬
剤
や
医
療
の
進

歩
か
ら
、
一
部
の
感
染
症
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｏ

－
157
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
新
し
い
感
染
症
の
発
生
や
、

昨
夏
の
よ
う
な
約
70
年
ぶ
り
の
デ
ン
グ
熱

の
国
内
発
生
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

夏
に
流
行
る
感
染
症
は
食
中
毒
が
代
表

的
で
す
が
、
今
回
は
表
の
よ
う
に
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
の
感
染
症
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。
夏
の
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
の
発
症

時
期
は
５
月
か
ら
８
月
と
い
わ
れ
、
主
な
症

状
は
胃
腸
が
不
調
に
な
る
こ
と
で
す
。
体
全

体
の
免
疫
力
が
低
下
す
る
た
め
、
長
引
く
こ

と
も
多
い
で
す
。

家
庭
内
で
で
き
る
「
感
染
症
予
防
対
策
」

感
染
症
を
予
防
す
る
に
は
、
毎
日
の
心
が
け

が
肝
心
で
す
。

①
手
洗
い

　

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
食
事
前
の
手

洗
い
を
習
慣
づ
け
る
だ
け
で
も
、
ず
い
ぶ

ん
と
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
自
分
だ
け

は
キ
レ
イ
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
す

が
、
大
人
の
中
に
も
手
洗
い
の
習
慣
の
な
い

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
子
ど
も
の
泥
汚
れ

と
は
違
い
、
目
に
見
え
な
い
汚
れ
が
多
い
の

で
、
爪
の
間
な
ど
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
洗
い

ま
す
。
ま
た
、
濡
れ
た
ま
ま
の
手
で
、
髪
の

毛
を
触
ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

感染症名 主な原因ウイルス 症状など
手足口病 コ ク サ ッ キ ー

A16・A10、 エ ン
テ ロ ウ イルス 71
な ど、10 種 類 以
上

手足の水疱と口内炎ができる夏風邪の一
種。胃腸風邪ウイルスからくる少々の下痢
の症状を伴い、初日から 2 日目に熱が出
るが、それ以後熱は出ず、5 日ほどで症
状は回復する。髄膜炎になることもあり
注意が必要。

リンゴ病 パ ル ボ ウ イルス
B19

咳、鼻汁、微熱など軽い風邪の症状が出
る。その後赤い発疹が頬の辺りに出た後、
手足にまで広がる。ワクチン接種で予防
ができず、不明な部分が多い病気。

ヘルパンギーナ 主にコクサッキー
A 群だと考えられ
ている。

高熱が長く続き、のどの奥に口内炎がで
きる特徴がある。予防接種はないので、
毎年発症する子どももいる。

風疹 風疹ウイルス 初春から夏の終わりにかけて多発。発疹
が胸と顔から広がり、リンパ腺が腫れる
のが特徴。多少の熱が伴うが、4 ～ 5 日
で症状はひいていき 2 週間ほどで感染期
間が終わる。症状がひくまでは幼稚園・
学校を休ませるようにする。
また妊 娠中に風 疹にかかると障がいを
もった子どもが生まれる確率が高いとされ
ている。

プール熱 アデノウイルス 正式には「咽頭結膜熱」といい、7 月から
9 月のプールに入る時期に流行ることから
通称プール熱と呼ばれている。高熱を伴
い、のどと目の両方に炎症を起こす。
死亡例も報告されており、重症化する可
能性が大きい病気。治った後もウイルス
が咽頭や便からうつるケースが多い。

流行性結膜炎 アデノウイルス 目やにが出て、結膜が充血する。感染力
が強く、乳児がかかると風邪の症状を伴
うことが多く、その症状は発熱やリンパ節
の腫れなど。

水イボ ウイルスによる良
性イボ

「伝染性軟属腫」といい、そのほとんどは
自然に治る。一度かかると免疫ができる
ので次に発症することはない。伝染性と
呼ばれているが、肌を露出した人と接触
さえしなければ、うつることはない。
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● 7 月の展示
「今月の作家」

　池井戸潤
じゅん

・伊坂幸
こう

太
た

郎
ろう

・内館牧
まき

子
こ

・畠中恵
めぐみ

「夏休みに読んでほしい本（児童向け）」
☆７月７日まで七夕の笹を飾ります☆

Event & Information

New  Books

◎開館時間　9:00 ～ 17:15　

◎問い合わせ　大井町図書館  ☎ 83-5409　そうわ会館図書室  ☎ 85-1601
図書館だより

▲ ▲▲

▲ ▲▲

【一般書】
『小田原・相模原あるある』　
　牧　隆

たか

文
ふみ

／著　ＴＯブックス

『天皇家と生物学』
　毛利秀

ひで

雄
お

／著　朝日新聞出版

『統合失調症　正しい理解とケア』　
　白石弘巳

ひろみ

／監修　高橋書店

『育てておいしいヘルシー植物』
　ＮＨＫ出版

『迷った時にすぐ引ける勘違い敬語の辞典』　
　西谷裕

ひろ

子
こ

／著　東京堂出版

『妻と娘二人が選んだ「吉野弘の詩」』　
　吉野　弘

ひろし

／著　青土社

『田園発港行き自転車　上・下』　
　宮本輝

てる

／著　集英社

『コウケンテツのおやつめし』　
　コウケンテツ／著　クレヨンハウス　そうわ会館に入荷

『家族を撮る。子どもとの１０年を残す、デジカメＬｅｓｓｏｎ』
　藤本陽

よう

子
こ

／著　マイルスタッフ　そうわ会館に入荷

『ふたり姉妹』　
　瀧羽麻

あさ

子
こ

／著　祥伝社　　そうわ会館に入荷

【児童書】
『大人になるっておもしろい？』

　清水真
ま

砂
さ

子
こ

／著　岩波書店
『テンプル・グランディン　自閉症と生きる』　　
　サイ・モンゴメリー／著　汐文社

『介護福祉士の一日』　
　ＷＩＬＬこども知育研究所／編著　保育社

『日本列島、水をとったら？　ビジュアル地形案内１　海の
底にも山がある！』　徳間書店

『田んぼの生き物わくわく探検！』
　大澤啓

さと

志
し

／監修　ＰＨＰ研究所

『大きな写真と絵でみる地下のひみつ ４　未来の地下世界』
　土木学会地下空間研究委員会／監修　あすなろ書房

『写真で学ぶ世界遺産』　全３巻
　平川陽

よう

一
いち

／編著　汐文社　

『からたちの花がさいたよ　北原白秋童謡選』　
　北原白

はく

秋
しゅう

／著　与田準
じゅん

一
いち

／編　岩波書店

『夏の朝』　
　本田昌

まさ

子
こ

／著　木村彩
さい

子
こ

／画　福音館書店

『はる　なつ　あき　ふゆ』
　ディック・ブルーナ／ぶん・え　福音館書店

● 7 月のおはなし会

●親子いっしょのおはなし会
　7 月 9 日 ( 木 )　10:30 ～ 11:00
　場所　大井町図書館　おはなしのへや
　対象　就園前のお子さんと保護者

時間／14:00 ～14:30　場所／大井町図書館　おはなしのへや

  4 日 ㈯（絵本）　　うさこちゃんとうみ 
（絵本）　　なつのいなかのおとのほん

11 日 ㈯（絵本）　　つきのぼうや
（絵本）　　ふわふわくんとアルフレッド

18 日 ㈯（絵本）　　うみべのハリー 
（絵本）　　ピエールとライオン

25 日 ㈯「夏のおたのしみお話し会」として行います。
●詳しくは、広報おおいおしらせに掲載しています。

●夏休みに会議室を開放します
　高校生以上の個人学習を目的とする方に、生涯学習センターの
第３・４会議室を開放します。
期間　7 月 20 日（月）～８月３１日（月）
※他の団体が利用する日と休館日は、利用できません。利用の　
　可否は、当日図書館にお問い合わせください。
時間　9：00 ～ 17：00　
方法　図書館のカウンターで受付をしてください。

《休館情報》　大井町図書館
7 月 13 日（月）・27 日（月）
8 月 1 日（土）・2 日（日）※ ひょうたん祭開催のため、臨時休館
※ 休館中の資料の返却は、返却ポストへお願いします。
　ただし、ＣＤ・DVD などの視聴覚資料や他館借用本は、返却
ポストから返さないでください。

☆こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。最新の情報は、図書館ホームページ［http://www.oitown-lib.jp/］をご覧ください。

聞きにきてね！

おたより紹介
●広報おおいで身近な情報を知り、山里に住んでいても発信をキャッチしています。（そら豆）
●路に犬のフンがいつも落ちているのできちんと片付けてほしいです。（りったん）
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※ 有料広告掲載欄です。広告掲載を希望する方は町民課（☎ 0465-85-5004）にご連絡ください。

○６月号の答え
　  11・14・15・20・21

○当選者　（応募 11 通）

　そら豆さん、はなちゃんさん

　おめでとうございます！
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編 

集 

お 

お 

い

● 人口 男性  8,634 人 （△ 1）
　　　 女性 8,588 人 （△ 1）

合計 17,222 人 （△ 2）
● 世帯数 6,615 世帯 （△ 2）

人口と世帯数 5 月 31  日現在　（　）内は前月比 7月の行事予定 Schedule of July 
日程 事業予定 場所

2 日 （木） あいさつ＋ ONE 早朝街頭運動 町内各所
5 日 （日） 町民バレーボール大会 総合体育館

6 日 （月）
65 才からの身体づくり講座 保健福祉センター
相和幼稚園公開保育 相和幼稚園

7 日 （火） ぞうさんくらぶ（9:30 ～） 生涯学習センター

9 日 （木）
赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター
親子いっしょのおはなし会 図書館

10 日 （金）
3 歳児健診（13:00 ～） 保健福祉センター
絵本とわらべうたの会 生涯学習センター

12 日 （土）
移動科学教室
足柄上郡総合体育大会 足柄上郡内

13 日 （月） エンジョイ！マタニティ（13:00 ～） 保健福祉センター
14 日 （火） 3 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター
15 日 （水） 親子相談（13:00 ～） 保健福祉センター

17 日 （金）

総合相談（10:00 ～） 役場
のびっこくらぶ（10:00 ～） 総合体育館
2 歳児歯科検診（13:00 ～） 保健福祉センター
ニュースポーツ講習会 総合体育館

18 日 （土） 郷土歴史講座 生涯学習センター

23 日 （木）
赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター
一般健康相談（9:30 ～）予約制 保健福祉センター

24 日 （金） １日体験！わらべうた 生涯学習センター
25 日 （土） 自然園「川の生きもの観察会」 酒匂川
26 日 （日） 親子木工教室 生涯学習センター
27 日 （日） 足柄上郡総合体育大会 足柄上郡内

28 日 （火）
1 歳６か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター
おおい課外塾「おおい歴史探検隊」 生涯学習センター

今月の納付

・宅地内の漏水修理代金は、自己負担です。
・土日・祝日の開閉栓はできませんので、引っ
  越しをする方は早めに連絡をしてください。

漏水修理当番 生活環境課　☎85-5011

お誕生おめでとう 5 月 16 日～ 6 月 15 日受理

町内交通事故発生状況

●件数 7 件　●死亡 0 人　●負傷 8 人 

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 4 件／届出 5 件

　　氏名 性別 保護者 自治会

海老名蒼
そ う た

汰 男 貴博・綾子 河　原

竹井　朝
あ さ ひ

陽 男 真・いずみ 河　原

曽田　弥
や よ い

生 女 一志 ・佑季 上大井
鈴木　伊

い お り

織 男 正裕・由葵 西大井

6月28日～7月4日 平石設備工業 ☎82-4711
7 月5 日～ 11 日 木村設備工業 ☎83-5053
7 月 12 日～ 18 日 ナカネン ☎83-6625
7 月 19 日～ 25 日 石澤管工事 ☎83-4533
7 月26 日～ 8 月 1 日 矢口水道工業 ☎82-4069

今月の口座振替日は 7 月 31 日㈮です。

● 固定資産税 2 期分
● 保育所保育料 7 月分
● 上下水道使用料 5･6 月分
● 幼稚園保育料 8 月分
● 国民健康保険税 2 期分
● 介護保険料１期分
● 住宅使用料８月分
● 後期高齢者医療保険料１期分 　

今
年
の
ひ
ょ
う
た
ん
娘
が
決
定
し
ま

し
た
。
８
月
１
日
㈯
に
行
わ
れ
る
第
29

回
大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん
祭
や
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、

大
井
ラ
ジ
オ
体
操
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
５
・
６
月
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運

動
し
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で
い

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
普
段
か

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
活
用
や
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
し
て

健
康
な
町
を
皆
さ
ん
も
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当　

Y
）
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カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間

　

昨
夏
、
町
の
生
き
も
の
調

査
で
カ
タ
ツ
ム
リ
を
調
べ
ま

し
た
。
調
査
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
21
人
の
デ
ー
タ
を

集
計
す
る
と
、
全
部
で
９
種

類
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
確
認
で

き
ま
し
た
。

　

町
全
体
に
分
布
し
て
い
た

の
は
、
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ
・

オ
ナ
ジ
マ
イ
マ
イ
・
ウ
ス
カ

ワ
マ
イ
マ
イ
の
３
種
で
す
。

　

一
方
、
相
和
地
区
に
は
ニ
ッ

ポ
ン
マ
イ
マ
イ
・
ヒ
ダ
リ
マ

キ
マ
イ
マ
イ
な
ど
が
分
布
し
、

自
然
度
の
高
い
地
域
で
あ
る

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
内
外
来
種
で

あ
る
コ
ハ
ク
オ
ナ
ジ
マ
イ
マ

イ
が
、
す
で
に
大
井
町
に
も

侵
入
し
て
お
り
、
相
和
地
区

で
じ
わ
じ
わ
と
分
布
を
広
げ

て
い
ま
す
。
農
作
物
へ
の
被

害
も
含
め
、
今
後
の
動
向
を

見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
寸
木　

肇
（
お
お
い
自
然
園
園
長
）

ミスジマイマイニッポンマイマイコハクオナジマイマイ

▲

黄
色
い
軟
体
部
が
、
殻
を
透

か
し
て
わ
か
る

清水　幸子（しみず・さちこ）

秦野市出身

大井町郷土史研究会　副会長

元大井町教育委員長

趣味は、郷土史を含めた歴史、

音楽。

歴史を追って自らいろいろな地

へ足を運び、点が線になり面と

なることにロマンを感じる。

Pro� le プロフィール

大井の

煌人キラビト

　
「
お
お
い
！
ふ
る
さ
と
紙
芝
居
」
３
作
の
文
と
構

成
を
担
当
し
た
の
は
市
場
の
清
水
幸
子
さ
ん
。
完
成

し
た
紙
芝
居
を
手
に
「
温
も
り
の
あ
る
絵
に
心
か
ら

の
声
で
語
り
演
じ
た
い
。
紙
芝
居
は
、
一
画
一
画
の

舞
台
で
す
。
声
は
演
技
と
考
え
、
物
語
を
伝
え
た
い
」

と
話
す
。

　

郷
土
の
歴
史
を
愛
す
る
清
水
さ
ん
は
、
現
在
、
大

井
町
郷
土
史
研
究
会
に
所
属
し
、
副
会
長
を
さ
れ
て

い
る
。

　

歴
史
に
惹
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
町

制
30
周
年
事
業
で
の「
大
井
町
賛
歌
」の
作
詞
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
、
町
の
歴
史
に
触
れ
、
大
井
町
の
魅
力

を
知
っ
た
。
幼
少
の
頃
は
、
秦
野
市
の
た
ば
こ
栽
培

を
し
て
い
る
農
家
で
育
ち
、
手
伝
い
を
し
な
が
ら
昔

ば
な
し
を
聞
い
て
育
っ
た
こ
と
が
、今
、豊
か
に
残
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
教
職
の
仕
事
を
退
い
た
後
、
大

井
町
郷
土
史
研
究
会
に
入
り
、
大
井
町
や
近
隣
市
町

の
歴
史
研
究
を
し
て
き
た
。「
歴
史
を
深
め
る
こ
と

は
後
退
で
は
な
く
未
来
へ
向
か
う
こ
と
。
ま
す
ま
す

楽
し
く
な
る
」
と
話
し
た
。

　

未
来
を
担
う
人
た
ち
へ
「
町
の
歴
史
を
楽
し
く
学

び
、
知
り
、
自
分
や
町
の
未
来
を
描
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。


